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謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

松
代
町
長

秋

封ー

利

作

　
輝
か
し
い
昭
和
五
〇
年
の
新
春
を
迎
え
、
新
し
い
年
が
平

和
の
う
ち
に
発
展
し
躍
進
の
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
昨

年
中
町
内
各
種
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
絶
大
な
る
ご
指
導

ご
協
力
を
感
謝
し
、
本
年
も
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
以
来
本
年
も
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
幕
を
明
け
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
「
清
潔
と
対
話
」
の
政
治

を
モ
ツ
ト
ー
に
三
木
新
内
閣
が
発
足
、
高
騰
物
価
の
動
乱
の
社

会
に
お
い
て
、
更
に
総
需
要
抑
制
等
に
よ
る
大
巾
な
国
の
緊
縮

財
政
は
、
町
に
も
大
き
く
波
及
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
全
国
町
村
の
悩
み
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
緊
急
事
態

に
あ
っ
て
引
続
き
過
疎
対
策
、
福
祉
対
策
を
重
点
課
題
と
し
、

殊
に
本
年
か
ら
国
（
県
、
町
）
道
改
良
、
北
越
北
線
推
進
事
業

に
係
る
駅
舎
を
中
心
と
し
た
諸
事
業
、
学
校
合
理
化
対
策
、
所

得
増
進
関
連
事
業
を
町
の
発
展
的
な
事
業
と
し
て
、
町
民
皆
様

の
生
活
安
定
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
所
感
の
一
端
を
述
べ
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

軒藁．

「
少
雪
で
よ
い
新
春
を
迎
え
た
松
代
町
本
町
の
風
景
」

1鰯i纒撫難i羅

’

（1）



49．・0．・奪｛網アップ　国特別職
教育長

職員は49・4・1から平均30・36％引上

給与アツプ率

　23・64％

27・50

28・57

職　名
議 議長ト

会i副議長
議旨…一
員1議員

給与アツプ率

　23・18％

　a5・Ω0
　26・35

　28・67

　名
町長
助役
収入役

育長

職

特
別
職
教

　
昭
和
弼
年
12
月
％
日
か
ら
26
日
ま
で

町
議
会
第
4
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

議
員
報
酬
・
特
別
職
・
一
般
職
員
の
給

与
改
訂
の
条
例
改
正
を
含
む
18
の
議
案

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
そ
の
概
要

で
す
。
議
事
の
第
一
号
か
ら
四
号
ま
で

は
、
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
特
別
職
の

給
与
、
教
育
長
の
給
与
、
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
改
正
で
、
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
の
議
長

　
　
月
額
　
六
万
八
千
円
（
旧
五
万
五

　
　
千
円
）

　
議
会
の
副
議
長

　
　
月
額
五
万
一
千
円
（
旧
四
万
円
）

　
議
会
の
議
員

　
　
月
額
四
万
五
千
円
（
旧
三
万
五
千

　
　
円
）

　
前
記
の
ほ
か
、
↑
期
末
手
当
の
支
給
率

　
　
を
6
月
支
給
を
塑
m
（
旧
m
価
）

　
　
1
2
月
支
給
を
㎜
一
m
（
旧
㎜
一
m
）
に

　
　
改
正
。
以
上
弼
由
・
－
か
ら
適
用

　
町
長

　
　
月
額
二
七
万
一
千
円
（
旧
二
二
万

　
　
円
）

　
助
役

　
　
月
額
二
二
万
円
（
旧
一
七
万
六
千

　
　
円
）

　
収
入
役

　
　
月
額
二
二
万
円
（
旧
一
六
万
七
千

　
　
円
）

　
教
育
長

　
　
月
額
一
八
万
四
千
円
（
旧
一
四
万

　
　
三
千
円
）
以
上
甜
・
1
0
・
1
適
用
。

　
職
員

　
　
勧
告
に
も
と
づ
き
、
曲
．
4
．
1

　
　
に
さ
か
の
ぼ
り
平
均
鉤
・
3
6
％
の

　
　
給
与
の
増
額
及
び
扶
養
手
当
・
住

　
　
居
手
当
・
通
勤
手
当
・
超
勤
手
当

　
　
　
・
休
日
給
の
改
正
と
期
末
手
当
の

　
　
改
正
（
弱
・
9
・
1
か
ら
適
用
）
、
宿

　
　
日
直
手
当
の
改
正
（
5
0
・
1
・
1
か

　
　
ら
適
用
）

　
議
事
の
第
五
号
か
ら
八
号
ま
で
は
補

正
予
算
で
内
容
の
主
な
も
の
は
次
の
と

『
お
り
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

　
　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
六
千
四
七
四

　
　
万
九
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

　
　
九
億
二
千
三
一
九
万
八
千
円
と
す

　
　
る
も
の
。

　
　
「
歳
入
」
△
地
方
交
付
税
三
干
一
二

　
　
四
万
六
千
円
　
△
圃
場
整
備
事
業

　
　
県
支
出
金
七
二
〇
万
円
　
△
財
産

　
　
運
用
収
入
五
三
九
万
二
千
円
　
△

　
　
昭
和
銘
年
度
繰
越
金
二
千
四
二
五

　
　
万
八
千
円
　
△
県
単
農
道
開
発
事

　
　
業
債
（
減
）
三
二
〇
万
円

　
　
「
歳
出
」
△
土
地
開
発
基
金
積
立
・

　
　
財
政
調
整
基
金
積
立
金
等
三
〇
二

　
　
万
二
千
円
　
△
簡
易
水
道
事
業
特

　
　
　
別
会
計
繰
出
金
三
三
一
万
四
千
円

　
　
　
△
貸
付
牛
購
入
費
（
減
）
一
五
〇
万

　
　
　
円
　
△
農
免
道
路
負
担
金
等
農
地

　
　
費
（
減
と
九
五
万
円
　
△
県
単
農

　
　
　
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
三
二
三
万

　
　
　
円
　
△
道
路
新
設
改
良
費
（
減
）
二

　
　
　
六
九
万
一
千
円
　
ム
ト
レ
ー
ラ
ー

　
　
　
及
び
除
雪
機
械
借
上
等
建
設
機
械

　
　
　
運
営
費
四
九
九
万
七
千
円
　
△
防

　
　
　
災
無
線
設
置
工
事
三
〇
〇
万
円

　2（

　
　
△
人
件
費
四
千
七
七
七
万
一
千
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
3
号
）

　
　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
と
も
に
二

　
　
〇
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
二

　
　
億
八
千
九
二
〇
万
五
千
円
と
す
る

　
　
も
の
及
び
診
療
施
設
勘
定
予
算
を

　
　
歳
入
歳
出
と
も
に
二
七
八
万
四
千

　
　
円
を
追
加
し
総
額
三
千
五
五
万
九

　
　
千
円
と
す
る
も
の
。

　
事
業
勘
定

　
「
歳
入
」
△
国
庫
支
出
金
二
〇
万
円

　
「
歳
出
」
△
人
件
費
二
一
六
万
四
千

　
　
円
　
△
予
備
費
（
減
）
一
九
六
万
四

　
　
千
円

　
診
療
施
設
勘
定

　
「
歳
入
」
△
診
療
収
入
二
二
八
万
六

　
　
千
円
　
△
繰
越
金
四
九
万
八
千
円

　
「
歳
出
」
△
人
件
費
三
九
八
万
四
千

　
　
円
　
△
予
備
費
（
減
）
一
二
〇
万
円

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
2
号
）

　
　
歳
入
歳
出
と
も
に
二
八
九
万
九
千

　
　
円
を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
二
億

　
　
二
千
二
八
万
四
千
円
と
す
る
も
の

　
　
「
歳
入
」
△
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

　
　
二
三
一
万
四
千
円
　
△
繰
越
金
五

　
　
八
万
五
千
円

　
　
「
歳
出
」
△
人
件
費
二
三
一
万
四
千

　
　
円
　
△
事
務
・
維
持
費
五
八
万
五

　
　
千
円

◎
特
別
会
計
農
業
共
済
事
業
補
正
予
算

　
　
（
第
2
号
）

　
　
収
入
・
支
出
と
も
に
二
四
二
万
七

　
　
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
三
千

　
　
七
九
八
万
六
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　
「
収
入
」
△
事
業
収
益
二
四
二
万
七

　
　
千
円
　
　
　
　
　
（
3
頁
へ
続
く
）

（別表）土地改良事業概要

目

的
　
　
効
　
用
　
等

醗
繋
巖
基
本
計
璽
工

期
一
事
業
費

　
｝

県
単
農
業
基
盤
整
備
事
業
の
一

部
で
あ
る
溜
池
に
づ
い
て
、
天

水
田
地
帯
に
合
っ
た
工
事
を
行

な
い
、
農
業
生
産
性
及
び
労
働

生
産
性
の
向
上
を
は
か
る

サ
天
水
の
循
環
式
利
用
方
式

（
峠
地
内
）
道
路
舗
装

410峠
hσF1

　
　
五
〇
〇
糀

｝漏
水
工
事

皿
一
、
一
〇
雰

蕩
水
工
事
一
式

着
手
一
4
9
年
度

　
　
　
　
　
　
　
蕎

一
　
～

　
　
　
　
　
八
二
〇

犀
度
内

一
完
成
予
定
■

団
体
営
事
業
で
圃
場
整
備
を
行
、

な
い
農
業
生
産
性
及
び
労
働
生

産
性
の
向
上
を
は
か
る
肖
天

水
田
地
帯
の
水
の
循
環
利
用
を

主
体
と
し
た
機
械
化
体
系
の
確

立

（
室
野
地
内
V

…
室
野

、
2
0
　
戸

4
　
　
　
　
　
α

　
　
●
』
竺

［
－
　
　
　
h

地
七
り
防
止
事
業
の
関
連
工
事

と
し
て
圃
場
整
備
を
行
な
い
、

農
業
生
産
性
と
労
働
生
産
性
の

向
上
を
は
か
る
サ
地
辻
り
防

止
・
揚
水
排
水
完
備
で
農
業
機

械
の
効
率
的
利
用

　
　
　
　
着
手

　
　
　
　
　
5
0
年
度

－
　
　
　
　
　
　
σ

　
●
4

1
　
　
　
　
　
h

　
　
　
　
…
完
了
予
定

区
画
整
理

　
　
　
　
　
5
1
年
度
一
　
　
万
円

一
六
、
〇
九
〇

一｝

1740池翁
肋戸尻鑑

　　　巴

貸
ノ
　
　
　
　
　
0

1
．
8
h

　
　
　
　
　
全
右

区
画
整
理

釜
零
円

一



　
「
支
出
」
△
人
件
費
二
三
六
万
七
千

　
　
円

　
議
事
の
第
九
号
は
昭
和
50
～
騒
年
度

の
過
疎
地
域
振
興
計
画
を
議
決
し
た
も

の
。
　
議
事
第
十
号
は
田
代
部
落
の
小
学
校

児
童
を
、
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
か
ら
高

柳
町
に
教
育
委
託
す
る
こ
と
の
議
決
。

　
議
第
十
一
号
～
十
五
号
は
広
域
組

合
等
の
規
約
改
正
（
説
明
省
略
）

　
1
0
号
、
教
育
に
関
す
る
事
務
の
委
託

　
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
。
H
号
、

　
新
潟
県
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の

　
変
更
に
つ
い
て
。
12
号
、
新
潟
県
上

　
越
地
区
広
域
事
務
処
理
組
合
規
約
の

　
変
更
に
つ
い
て
。
13
号
、
東
頸
城
ご

　
み
処
理
施
設
組
合
規
約
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て
。
M
号
、
新
潟
県
町
村
人

　
事
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

　
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約
の
変
吏

　
に
つ
い
て
。
め
号
、
新
潟
県
町
村
職

　
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

　
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約
の

　
変
更
に
つ
い
て
。

　
議
第
十
六
号
は
土
地
改
良
事
業
に
つ

い
て
の
議
決
で
あ
り
、
概
要
は
別
表
の

と
お
り
。

　
議
第
十
七
号
は
、
国
民
年
金
印
紙
購

買
基
金
の
設
置
・
管
理
及
び
処
分
に
関

す
る
条
例
中
の
基
金
額
を
三
〇
〇
万
円

（
旧
二
〇
〇
万
円
）
に
改
正
し
た
も
の
。

　
議
第
十
八
号
は
、
新
潟
県
旧
市
町
村

職
員
恩
給
組
合
資
産
管
理
組
合
の
解
散

並
び
に
財
産
の
処
分
に
関
す
る
協
議
（

説
明
省
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

鯉

瀬
農
業
セ
ン
サ
ス
が

｝
月
　
　
　
行
な
わ
れ
ま
す

～
2

ダブルパンチで凶作被害30％以上共済金支払内訳表

昭
和
4
9
年
産
水
稲
被
害
状
況

　
囎
年
産
の
稲
作
は
稀
に
見
る

豪
雪
で
移
植
が
十
日
ほ
ど
遅
れ

多
難
を
予
想
さ
せ
る
ス
タ
ー
ト

で
あ
り
ま
し
た
。
代
掻
期
と
移

植
期
に
降
雨
が
少
な
く
、
前
年

干
害
に
よ
り
田
面
亀
裂
を
生
じ

た
地
域
を
中
心
に
移
植
不
能
が

続
出
し
、
移
植
後
も
水
不
足
は

深
刻
化
し
、
大
干
害
と
な
り
ま

し
た
。
反
面
、
長
梅
雨
の
た
め

葉
イ
モ
チ
が
首
イ
モ
チ
に
ま
で

移
行
す
る
と
い
う
ダ
ブ
ル
パ
ン

チ
に
見
舞
わ
れ
、
近
年
稀
に
見

被害名 面積 共済金 割合 備　　　　　　考

干　　害
　　σ
2，832
　　　　円
5，764，800

　％
59．4

、＿＿」L＿＿

このうち移植不能による
もの1．478a3，003，000円

冷　　害 231 412，350 4．3

水　　害 238 648，300 6．7

首イモチ 1，883 2，876，550 29．6

計 5，184 9．702000 1000
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農
業
セ
ン
サ
ン
ス
は
、
農
業
の
国

勢
調
査
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
五
年

ご
と
に
全
国
す
べ
て
の
農
家
を
対
象

に
行
な
わ
れ

る
調
査
で
す

　
二
月
一
日

前
後
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
資
料
と
な
’

り
享
。
そ
の
為
に
は
、
現
在
の
農
｝

業
の
姿
を
正
確
に
と
ら
え
て
お
く
こ
　
へ

と
が
重
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
　
　
　
㌦

　
農
業
セ
ン
サ
ス
は
お
宅
の
農
業
経

営
の
細
か
い
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
が
、
お
聞
き
し
た
こ
と
は
、
個

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

人
の
秘
密
と

し
て
法
律
で

厳
重
に
守
ら

｝～㌔へへ《“〉｝㍉“》｝）㌔へ｛｛…》㌦～

る
、
大
被
害
の
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
被
害
に
伴
う
水
稲
共
済
金
は

町
全
体
で
九
、
七
〇
二
、
○
○
○
円
と

な
り
、
十
二
月
二
日
付
で
農
協
を
通
じ

被
害
農
家
に
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
被
害
内
訳
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
共
済
係
）

熱　＼も
ヤ
　
　
　
リ

鰍
＼
、
気

ヤ
、

　
．
　
や
、

夕
．
’
‘

支
芸
霞

し
ぶ
み
句
会

〔
U
月
2
9
日
枯
水
居
U

他
石
先
生
選

　
　
　
　
　
調
査
員
が
お
伺
い
し
て

お
宅
の
農
業
経
営
の
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
と
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
は
、
国
や
県
、
町

で
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
た
て
た
り
、

農
業
構
造
改
善
な
ど
を
行
う
為
に
な

れ
ま
す
。
絶
対
に
税
金
な
ど
の
資
料

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
、

1
豊
か
な
農
業

　
　
　
　
あ
と
お
す
セ
ン
サ
ス
ー

δ
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■
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3
φ
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φ
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ロ
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陶
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》
騨
も
』
り
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働
も
p
く
・
｛
～
㌔
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￥
ノ
乙

公
民
館
庭
の
枯
芝
の
広
く
た
ち

投
光
器
に
夜
間
作
業
の
息
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

小
春
日
の
犬
と
ね
こ
ろ
び
芝
ぬ
く
し

蒲
の
穂
の
林
立
こ
こ
も
休
耕
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

凶
作
に
言
葉
少
な
に
谷
内
田
刈
る

柿
う
れ
て
深
山
そ
ろ
く
雪
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

泥
鰯
掘
る
と
大
長
靴
を
は
い
て
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

出
稼
の
山
は
し
ぐ
れ
て
向
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

短
白
の
寺
の
き
ざ
は
し
石
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

大
寺
の
人
夫
十
人
冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

雪
の
下
大
根
起
す
土
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫

〔
1
0
月
釘
日
克
雪
セ
ン
タ
ー
〕

稲
架
空
い
て
今
日
よ
り
岳
の
日
の
出
見

ゆ山
の
湯
は
ぬ
る
で
紅
葉
の
は
じ
ま
り
ぬ

日
焼
田
に
破
れ
案
山
子
の
そ
の
ま
エ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

口
々
に
小
春
賞
て
つ
つ
人
葬
る

か
め
虫
の
窓
に
動
か
ず
小
春
昏
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

心
急
き
な
が
ら
朝
顔
を
見
て
狩
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

庭
石
の
濡
れ
て
月
影
の
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

銀
杏
散
る
二
十
余
体
の
石
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

（3）



⑨

“
が
ん
”
の
危
険
信
号

一
、
男
女
別
が
ん
の
順
位

男女

第
一
位

胃
が
ん

胃
が
ん

第
二
位

肺
が
ん

子
宮
が
ん

第
三
位

肝
臓
が
ん

肝
臓
が
ん

二
、
が
ん
の
種
類
別
の
症
状

　
①
胃
が
ん

　
　
痛
み
、
食
欲
が
な
く
な
る
、
胸
や

　
　
け
、
は
き
け
、
は
く
、
好
み
が
変

　
　
わ
る
、
や
せ
る
、
し
こ
り
が
あ
る

　
②
肺
が
ん
、
喉
頭
が
ん

①、

カ
ガ
ミ
の
前
に
立
っ
て

　
両
手
を
下
げ
た
ま
ま
左

　
右
の
乳
房
の
大
き
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
形
と
く
に
く
ほ
み
や
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
き
つ
れ
が
な
い
か
ど
う

　
か
を
調
べ
る

乳がんの自已検査法

）

・／

　
せ
き
が
続
く
、
疾
に
血
が
ま
じ
る

　
声
が
か
す
れ
る
、
疲
れ
や
す
い
。

・
最
近
急
増
し
て
い
る
。
喫
煙
開
始

　
年
令
の
若
い
ほ
ど
、
長
期
間
吸
い

　
続
け
る
ほ
ど
、
多
量
に
吸
う
ほ
ど

　
多
い
。

③
子
宮
が
ん

　
お
り
も
の
、
不
正
出
血
。

④
乳
が
ん
　
（
左
図
参
照
）

　
乳
房
の
中
に
し
こ
り
が
あ
る
、
乳

　
首
が
た
だ
れ
る
、
ひ
き
つ
れ
る
、
乳

　
首
か
ら
血
の
ま
じ
っ
た
液
が
で
る

⑤
食
道
が
ん

　
の
み
こ
む
と
き
、
つ
か
え
る
こ
と

　
が
あ
る
。

⑥
大
腸
が
ん
、
直
腸
が
ん

②
両
手
を
あ
げ
て
同
じ
こ

　
と
を
み
ま
す
。

／
●！●

／
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／

％

㌧
　
紀

　
　
’

　／
／

！

③
ふ
と
ん
の
上
に
ね
て
左

　
肩
の
下
に
枕
か
ふ
と
ん

　
を
入
れ
、
乳
房
を
い
く

　
ぶ
ん
内
側
に
ず
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
い
て
、
て
の
ひ
ら
で

　
注
意
深
く
さ
ぐ
り
ま

　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
便
通
が
く
る
う
、
便
に
血
が
ま
じ

　
　
る
。

　
⑦
舌
が
ん
、
皮
膚
が
ん

　
　
口
や
皮
膚
に
治
り
に
く
い
潰
瘍
が

　
　
あ
る
。

　
⑧
腎
臓
が
ん
、
膀
胱
が
ん
、
前
立
腺

　
　
が
ん

　
　
尿
の
出
が
悪
か
っ
た
り
、
血
が
ま

　
　
じ
る
。

※
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
直
ち

　
に
医
師
に
診
て
も
ら
っ
て
、
が
ん
で

　
な
い
事
を
確
め
て
お
き
ま
し
よ
う
。

※
が
ん
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
ば
え
ま

　
す
か
ら
、
特
に
胃
、
子
宮
な
ど
に
つ

　
い
て
は
、
年
一
回
検
診
を
受
け
て
安

　
ら
し
ま
し
よ
う
。

　
　
④
同
じ
こ
と
を
内
側
か
ら

　
　
　
外
側
に
向
か
っ
て
行
な

　
　
　
い
ま
す
。
こ
の
と
き
は

　
　
　
ワ
キ
の
下
ま
で
さ
ぐ
り

　
　
　
ま
す
。
右
の
乳
房
に
つ

　
　
　
い
て
も
行
な
い
ま
す
。

信　
ケ
無

　
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
一
月
か
ら
一
、
一
〇
〇
円
に

　
年
金
を
支
給
す
る
た
め
の
財
源
は
、

加
入
者
の
保
険
料
と
国
が
負
担
す
る
分

と
、
こ
れ
を
積
立
て
て
生
じ
る
利
子
な

ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
年
金
額
の
引
上
げ
が
行

な
わ
れ
れ
ば
費
用
の
負
担
も
そ
れ
に
応

じ
て
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
の
一
月
に
、
各
年
金
と
も
お
よ

そ
二
・
五
借
か
ら
三
・
二
倍
引
上
げ
ら

れ
、
ま
た
、
九
月
に
は
物
価
上
昇
に
と

も
な
う
年
金
の
め
べ
り
分
一
六
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
の
上
積
み
が
行
な
わ
れ
、
あ

わ
せ
て
二
・
九
倍
か
ら
三
・
七
倍
も
の

大
幅
な
引
上
げ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
保
険
料
は
、
昨
年
の
一
月
か

ら
一
ヵ
月
五
五
〇
円
を
九
〇
〇
円
に
、

ま
た
今
年
の
一
月
か
ら
一
、
一
〇
〇
円

と
す
る
こ
と
に
し
て
、
加
入
者
に
急
に

重
い
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
段
階
的
に

引
上
げ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
、
あ
ま
り
た
め
て
（
未
納
）

し
ま
う
と
金
額
が
か
さ
み
納
め
に
く
く

な
り
ま
す
の
で
納
期
限
ま
で
に
キ
チ
ン

と
納
め
る
よ
う
こ
こ
ろ
が
け
て
お
き
ま

し
よ
う
。

　
　
〈
二
十
歳
と
国
民
年
金
〉

　
二
十
歳
に
な
る
と
そ
の
日
か
ら
成
人

と
し
て
の
権
利
が
与
え
ら
れ
義
務
が
課

さ
れ
ま
す
，

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
、
そ

の
義
務
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
国
と
国
民
が
協
力
し

て
資
金
を
出
し
あ
っ
て
老
後
の
生
活
を

守
ろ
う
と
し
て
で
き
た
制
度
で
す
。

　
若
い
人
に
と
っ
て
老
後
は
、
は
る
か

に
遠
い
先
の
こ
と
で
し
よ
う
。

し
か
し
、
家
族
に
は
両
親
や
お
と
し
よ

り
が
お
ら
れ
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
人
の
老
後
の
生
活
や
扶
養

の
間
題
を
考
え
れ
ば
、
若
い
人
に
も
、

年
金
を
身
近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
会
祉
や
官
庁
な
ど
に
つ
と
め
、
厚
生

年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
や
、
そ
の
制
度
か
ら
年
金

を
う
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
、
こ
れ
ら

の
人
の
配
偶
者
、
昼
間
部
の
学
生
を
除

い
た
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人

は
必
ず
こ
の
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
、
く
わ
し
い
こ

と
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場

の
国
民
年
金
係
へ
電
話
な
ど
で
お
聞
き

下
さ
い
。



あ
な
た
の
年
金
額
は
…
…

自
分
の
年
金
額
を
計
算
し
て
み
よ
う

　
毎
月
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て

い
る
が
、
年
と
っ
て
か
ら
貰
う
年
金
は

は
た
し
て
い
く
ら
だ
ろ
う
…
…
お
知
り

に
な
り
た
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の

で
年
金
額
の
計
算
の
仕
方
を
書
い
て
見

ま
す
。

　
国
民
年
金
は
例
外
（
昭
和
五
年
四
月

一
日
以
前
の
出
生
）
は
別
と
し
て
、
本

来
は
保
険
料
を
二
十
五
年
以
上
納
め
て

受
け
る
の
が
た
て
ま
え
で
す
の
で
、
保

険
料
を
二
十
五
年
納
め
た
場
合
を
例
に

書
い
て
み
ま
す
。
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O
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式
の
説
明

　
　
老
令
年
金
に
つ
い
て

一
、
㏄
O
O
田
は
、
保
険
料
を
納
め
た
月

　
一
ヵ
月
分
の
年
金
額
で
す
。
で
す
か

　
ら
保
険
料
を
納
め
た
月
に
八
○
○
円

　
か
け
た
額
が
年
金
額
の
基
礎
に
な
り

　
ま
す
。

二
、
o
。
O
O
曲
は
、
保
険
料
を
納
め
た
月

　
数
で
す
。
こ
の
場
合
は
二
十
五
年
間

　
保
険
料
を
納
め
た
場
合
を
例
に
し
た

　
の
で
三
〇
〇
月
に
し
た
わ
け
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
六
十
才
ま
で
保
険
料

　
を
納
め
て
六
十
五
才
か
ら
年
金
を
受

　
け
る
の
が
た
て
ま
え
で
す
か
ら
、
自

　
分
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て
か
ら
六

　
十
才
に
な
る
ま
で
に
何
年
何
か
月
保

　
険
料
を
納
め
ら
れ
る
か
を
計
算
し
て

　
み
て
下
さ
い
。
そ
の
納
め
た
年
数
を

　
月
数
に
な
お
し
て
八
○
○
円
を
か
け

　
た
額
が
年
金
額
の
基
礎
に
な
り
ま
す

三
、
一
弘
貧
は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
率
で

　
す
。
こ
の
場
合
は
、
年
金
額
の
基
礎

　
計
算
を
保
険
料
を
納
め
た
月
一
ヵ
月

　
に
つ
き
八
○
○
円
と
決
め
て
か
ら
一

　
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
昭
和
四
十
九

　
年
九
月
現
在
）
物
価
が
上
昇
し
た
と

　
い
う
こ
と
で
そ
の
上
昇
分
だ
け
年
金

　
を
上
積
み
し
て
支
給
す
る
た
め
で
す

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
、
物
価
が

　
上
が
れ
ば
そ
れ
だ
け
年
金
を
多
く
す

　
る
と
い
う
こ
と
で
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

　
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
少
し
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す

　
と
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
と
い
う
の
は

　
年
金
額
を
そ
の
時
の
物
価
に
見
合
っ

　
た
金
額
ま
で
引
上
げ
て
支
給
す
る
こ

　
と
で
す
。
例
え
ば
現
在
五
十
万
円
で

　
お
米
五
十
俵
買
え
る
と
す
れ
ば
、
十

　
年
後
お
米
五
十
俵
が
百
万
円
に
値
上

　
が
り
し
た
場
合
は
、
年
金
も
お
米
十

　
俵
分
の
百
万
円
に
増
額
し
て
支
給
さ

　
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
、
団
“
。
。
℃
α
麻
O
田
は
、
年
金
額
で
す

　
こ
の
場
合
は
二
十
五
年
納
め
た
場
合

　
の
額
で
す
。
国
民
年
金
は
二
十
才
か

　
ら
加
入
す
る
の
が
た
え
ま
え
で
す
か

　
ら
六
十
才
ま
で
に
四
十
年
間
保
険
料

　
を
納
め
る
と
基
礎
年
金
額
は
四
四
五

　
八
二
四
円
に
な
り
ま
す
。

　
　
附
加
年
金
に
つ
い
て

一
、
図
O
O
田
は
、
保
険
料
を
納
め
た
月

　
一
ヵ
月
分
の
年
金
額
で
す
。

二
、
o
。
O
O
油
は
、
保
険
料
を
納
め
た
月

　
数
で
す
。

三
、
①
P
o
O
O
田
は
附
加
年
金
額
で
す

　
附
加
年
金
は
、
年
と
っ
て
か
ら
年
金

　
を
多
く
受
け
た
い
人
が
希
望
に
よ
っ

　
て
加
人
で
き
る
制
度
で
す
。
但
し
、

　
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

　
は
、
強
制
加
入
で
す
。

　
附
加
年
金
も
二
十
才
か
ら
六
十
才
ま

　
で
二
十
年
間
保
険
料
を
納
め
る
と
年

　
金
額
が
九
六
、
○
○
○
円
に
な
り
ま

　
す
。

■
夫
婦
で
九
万
余
の
月
給
取
り
に
■

　
二
十
才
か
ら
六
十
才
ま
で
の
四
十
年

間
保
険
料
納
め
た
場
合
の
年
金
額
は
、

基
礎
の
老
令
年
金
と
附
加
年
金
を
合
せ

ま
す
と
五
四
一
、
八
二
四
円
に
な
り
ま

す
。
夫
婦
二
人
で
す
と
一
、
○
八
三
、

六
四
八
円
に
な
り
ま
す
の
で
二
人
で
毎

月
九
万
円
余
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

豫
6
0
．
O
「
o
o
o
●
●
o
●
．
o
．
0
0
●
．
．
．
●
賜
o
■
・
0
9
一
9
0
●
』
、
o
．
．
一
■
鱒
8
・
．
■
■
巳
，
o
●
8
一
層
，
o
じ
●
●
l
o
．
噂
■
O
ロ
8
8
■
葛
塾
9

善
　
意
　
の
　
灯

　
社
会
福
祉
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い

と
次
の
お
金
が
松
代
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
、

一
、

金
壱
万
円
　
松
代
中
学
校
生
徒
会

　
　
　
　
よ
り
文
化
祭
の
バ
ザ
：

　
　
　
　
の
収
益
の
中
か
ら
寄
付

　
　
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

金
五
〇
〇
円
　
西
方
嘉
市
（
千
年
）

　
　
　
　
さ
ん
か
ら
、
拾
っ
た
お

　
　
　
　
金
を
警
察
に
届
け
て
お

　
　
　
　
い
た
と
こ
ろ
落
し
主
が

　
　
　
　
あ
ら
わ
れ
な
い
た
め
、

　
　
　
　
返
っ
て
来
た
の
で
そ
の

　
　
　
　
全
額
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

　
　
　
　
た
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

十
二
月
受
付
分
（
受
付
順
）

蒔
っ
え
強
園

お
め
で
ζ
つ
向
髄

宮
沢
　
俊
・
市
川
花
子
　
下
山
　
大
門

小
堺
安
太
郎
・
田
中
文
子
蓬
平
安
え
ん

櫛
蓑
妨
奪

小
野
島
享
馨
哺
会
沢
金
年

福
島
剛
竪
、
ミ
終
代
き
よ
し
や

鈴
木
尚
徳
馨
さ
㌃
代
牽
橋

お
く
や
み

（
死
亡
）

佐
藤
．
ハ
ル

山
賀
源
十
郎

山
岸
リ
ヤ
ウ

高
橋
　
守
平

室
岡
ム
メ
ノ

牧
田
　
郡
平

七
二
才
滝
沢
佐
治
工
門

八七七八七
八五三一三
才才才才才

小
荒
戸
し
も

東
山
　
雪
蓋

莇
平
新
玉
屋

仙
納
　
前
田

峠
　
下
石
原

人ロのうごき
　　　（1月1日現在）

世帯数　2，114（十一〇）

人口男4，186　（一3）

　　女4，220（一一6）

　　計8、406（一9）

　出生　　3　　死亡　6
　転入　19　　　転出25

（5）



（6）

《
新
年
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
V

　
第
2
回
少
年
少
女
卓
球
大
会
終
る

｛
．
．
．
：
．
．
．
．
ボ
　
新
年
を
迎
え
て
の
正
月
休
み

幽
く
“
を
健
康
に
楽
し
く
す
ご
す
こ
と

じ
ぞ
目
的
に
、
松
代
地
区
の
少
年

討
　
　
）
少
女
を
対
象
に
し
て
開
催
す
る

い
楽
駕
2
回
卓
球
大
会
を
、
百
六

討
　
　
㌔
日
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

譜
を
耀
行
な
い
ま
し
た
。

ヤ
　
　
　
　
ボ

脚
春
脚
人
黙
齢
講
賜
徊
調
額
せ
虹
ヂ
ー

V
新
岬
名
）
の
編
成
で
行
な
わ
れ
ま
し

い
、
・
、
㍉
た
。
昨
年
優
勝
し
た
中
学
校
の

太
平
・
菅
刈
分
団
チ
ー
ム
は
不
参
加
で

し
た
が
、
小
学
校
は
5
チ
ー
ム
、
中
学

校
は
3
チ
1
ム
の
出
場
で
、
応
援
も
含

め
て
約
六
〇
人
参
集
し
、
元
気
い
っ
ば

い
楽
し
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
下
表
の
と
お
り
。

◎
中
学
校
の
部

順
　
位

勝
　
点

一
分
団

三
分
団

二
分
団
＼

125

215

3O＼

　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
0

　
3＼　　

　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
2

二
分
団

三
分
団
一
分
団

貯
金
通
帳
の
盗
難
に

　
　
　
　
　
ご
注
意
！

　
　
H
盗
ま
れ
た
ら
す
ぐ
郵
便
局
へ
π

　
郵
便
貯
金
通
帳
が
盗
ま
れ
、
知
ら
な

い
内
に
払
い
も
ど
さ
れ
る
事
件
は
、
昨

年
の
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
半
年
間
に

全
国
で
千
百
三
十
四
件
も
あ
り
、
金
額

に
し
て
一
億
二
千
三
百
万
円
に
も
の
ぽ

っ
て
お
り
ま
す
。
盗
難
予
防
の
た
め
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

L
通
帳
と
印
章
は
別
々
に
保
管
し
ま
し

　
よ
う
o

乞
盗
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
郵
便
局
へ
届
出

　
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
局
で
は
他
の
郵

　
便
局
と
相
互
に
連
絡
し
あ
い
、
被
害

　
が
出
な
い
よ
う
警
戒
し
ま
す
。

3
通
帳
の
記
号
番
号
は
別
に
ひ
か
え
て

　
お
き
ま
し
よ
う
。
記
号
番
号
が
わ
か

　
っ
て
い
る
と
郵
便
局
で
は
早
く
警
戒

　
で
き
ま
す
。

　
…
　
　
　
　
　
、
わ
へ
　
　
…

．●o●o　o■●o●●●●■●o●●●o●●●●．D　O●．●，●●o●．．『

広報rまつだい」を

　　　　出稼先へ

◎
小
学
校
の
部

　　　お子様の作品をごらんください

“v㌔～へA・昭和50年書初作品を巡回中です》｝》㌔～～

　　　　　2　　1てな　だ出のり子り域催日は
”””””月””月くるなさ向で巡様まのさ間’1
181511841292421だとおいい’回方せ方れ町11
～～～～～～～～～さき’oてそしのんのま総月1
191612952302522いは念　ごれ展作の観す合181
“““““〃〃〃日　o学の　覧ぞ示品で覧がセ日

　
昭
和
50
年
の
書
初
展
覧
会

は
、
1
月
1
8
日
～
19
日
の
2

日
間
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
遠
方
の
地

域
の
方
の
観
覧
は
容
易
で
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
終
了
後
お

子
様
方
の
作
品
を
次
の
と
お

り
巡
回
し
展
示
い
た
し
ま
す

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に

巡
出
向
い
て
ご
覧
に
な
っ
て
く

を
だ
さ
い
。

品
　
　
な
お
・
念
の
た
め
ご
覧
に

作
な
る
と
き
は
学
校
へ
問
合
せ

初
　
　
　
　
、
。

書
て
く
だ
さ
し

　この広報を読み終ったら

ふるさとのニユースを待ち

びる、出稼先の夫や父や子

送ってあげてください。

●
●
●
●
●
0
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
0
●
●
●
0
●
0
●
●
0
●

清
水
小
中

桐
山
〃

北
山
小

山
平
中

蒲
生
小

室
野
小

奴
奈
川
中

峠
　
小

孟
地
小
中

2

六
　
分
　
団

3

3
一

3

五
　
分
　
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
四
　
分
　
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
一

　
　
二
位
四
分
団
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
三
位
六
分
団
　
　
　
　
　
　
2
一
　
　
三
分
団

　
参
加
賞
二
分
団
・
三
分
団

き
り
や
き
　
　
を
と
も
　
も
　
　
ホ
　
　
ム
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
分
　
団

　
優
　
勝

　
第
五
分
団
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

困
つ
て
い
ま
す
〃

犬
の
放
し
飼
い

　
最
近
犬
の
放
し
飼
い
が
め
だ
ち
ま
す
。

冬
は
せ
ま
い
一
本
道
、
犬
に
ふ
さ
が
れ
て
困
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
幼
児
に
は
危
険
で
す
。

　
飼
い
主
は
次
の
こ
と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

　
①
常
時
け
い
留
…
…
犬
は
常
に
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い

　
②
捨
て
犬
禁
止
…
…
犬
が
不
要
に
な
っ
た
ら
、
捨
て
る
前
に

　
　
衛
生
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
③
飼
い
犬
に
避
妊
手
術
を
…
…
子
が
必
要
で
な
い
場
合
は
避

　
　
妊
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
飼
い
主
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
く
犬
を
飼
っ
て
下
さ
い
。

v
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